
 

 

□ 題 字  林  隆行 
□ 例 会  毎週水曜 
□ 会 場  都ホテル岐阜長良川 
 
 
 

□ 会 長 林  隆行 
□ 副会長 古野登喜夫 
□ 幹 事 近藤 祐司 
会報委員長 谷川 英喜 
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前回の記録 
第 1926 回 例会 6 月 12 日（水） 
卓話（８） 
松野秀計会員「私の自己紹介」 
 
 
担当：小泉会員 天川会員 

 

本日の予定 
第 1927 回 例会 6 月 19 日（水） 
定時総会（次年度予算承認） 
 
 
 
担当：会長・次期会計 

 

次回の予定 
第 1928 回 例会 6 月 22 日（土） 
フィナーレ例会・会長・執行部 
退任挨拶 
受付 17 時 30 分～ 
場所 L.ARRIVO (エル・アリーヴォ) 
担当：会長・幹事・親睦交流委員会 

 

出席報告                  
                      
会員数：33 名 
出席数：23 名／33 名 
出席率：69.70％ 
欠席者：10 名（出席免除 3 名） 

 

と友情を深め、コミュニティを構築するという

主な目的のために世界中から結束した人のグル

ープである。親睦活動は関心を持つ人であれば

誰でも会員になることができる。」とあります。

そして私たちがするべきこととして、 
・ 知り合いを広めることによって奉仕の機会

とすること。 
・ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネッ

トワークを通じて、国際理解、親善、平和を

推進すること。 
・ 親睦は例会において友情、信頼、仲間づくり

を学び、奉仕を学び、クラブを越え、地区を

越えて外の会員とつながる機会を与えてく

れます。 
皆様もできる限り、この例会に参加して仲間

づくり、奉仕を学んで他クラブ、他地区の皆さ

んとの親睦と交流を深めていってほしいと思い

ます。 
それでは、本日もよろしくお願いいたします。 

皆様、こんにちは。今期も今日を含めて３回

の例会を残すのみとなりました。来週は定時総

会で、次年度予算の承認、２２日は待ちに待っ

たフィナーレ例会です。親睦委員会の皆様、楽

しみにしております。よろしくお願いいたしま

す。 
そんな６月はロータリーでは『ロータリー親

睦活動月間』です。ふつう「親睦」というと旅

行やスポーツの同好会活動や宴会等の企画で、

遊びの会とか仲間同士の連帯感を図るものと思

われがちですが、今月のロータリーの付く『ロ

ータリー親睦活動月間は』は、国際ロータリー

の構成プログラムで、ロータリー章典にも記載

があるもので、その定義は「共通の関心事、職

業またはレクリエーションの活動を軸に、交流
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ニコニコBOX（敬称略） 
                       

 
                         

委員会・同好会報告 
                       

例会行事 卓話  担当：小泉会員・天川会員 
                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・河村 尚江：本日もよろしくお願いします。 
・前川 俊也：フィナーレ例会よろしくお願いい

たします。 

ニコニコBOX 発表 柳原健二委員 

・卓話「私の自己紹介」   松野 秀計 会員 

・親睦交流委員会     大島 愛子 委員長 
フィナーレ例会のご案内 

※松野秀計会員の卓話は、岐阜北ロータリークラブ公式

HP へ掲載予定です。 

次回例会のご案内 
                      
第１９２８回例会 ６月２２日（土） 
フィナーレ例会・会長・執行部退任挨拶 
受付 17 時 30 分～ 
場所 L.ARRIVO (エル・アリーヴォ) 
担当：会長・幹事・親睦交流委員会 

会報・広報 ６月担当 岡田一二三 


